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災害対策基本法の改正等に伴う洪水予報の発表について

（最近の洪水予報に関する動き）

令和２年度からは、大雨特別警報の警報等への切替時に河川氾濫に関する情報を臨時の洪水予報として

発表すること。

令和３年からは、６時間先までの水位予測情報を提供すること。

令和３年5月20日より施行された災害対策基本法（一部改正）により、避難勧告と避難指示（緊急）が

避難指示へ一本化、避難準備・高齢者等避難開始を高齢者等避難とするなど避難情報の運用が見直し。

このような洪水予報に関する動きを踏まえ、

⇒ 『６月１日からの運用開始に向け洪水予報等発表における運用の見直しを実施』

（洪水予報文の主な見直し内容）

「避難勧告と避難指示（緊急）」を『避難指示』へ見直し

「避難準備・高齢者等避難開始」を『高齢者等避難』に見直し
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災害対策基本法の改正に伴う避難情報等の見直し

水
位
危
険
度
レ
ベ
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洪水予報
（国交省、気象庁）

水防警報
（国交省）

警
戒
レ
ベ
ル

発令される状況 住民が取るべき行動

令和３年５月１９日まで 令和３年５月２０日から

５
相
当

【氾濫発生情報】
・氾濫が発生 ５

緊急安全確保
（市町村長が発令）

災害発生又は切迫
（必ず発令される情報ではない）

『命の危険　直ちに安全確保！』

４
相
当

【氾濫危険情報】
・氾濫危険水位超過相
当

４

・避難指示（緊急）
・避難勧告

避難指示
（市町村長が発令）

災害のおそれ高い 『危険な場所から全員避難』
（立ち退き避難又は屋内安全確保）

３
相
当

【氾濫警戒情報】
・避難判断水位超過相
当

【出動】
・水防団の出動の目安 ３

避難準備・高齢者等避難
開始

高齢者等避難
（市長村長が発令）

災害のおそれあり 『危険な場所から高齢者等は避難』※

２
相
当

【氾濫注意情報】
・氾濫注意水位超過

【待機】
・水防団は体制を整え、出
動準備を行う目安

２

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁が発表）

大雨・洪水・高潮注意
報
（気象庁が発表）

気象状況悪化 『自らの避難行動を確認』

１

早期注意情報
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

今後気象状況悪化のおそれ 『災害への心構えを高める』

※高齢者等以外の人も、必要に応じ、普段の行動を見合わせたり、避難の準備をしたり、自主的に避難。

～～～～～～～～～～～～＜警戒レベル４までに必ず避難！＞～～～～～～～～～～～～

災害発生情報
（発生を確認したときに
発令）

避難情報等

市町村長から発令される、避難勧告と避難指示（緊急）が避難指示へ一本化、避難準備・高齢者等避難

開始を高齢者等避難へ見直し。
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洪水予報文（例）
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洪水予報文（例） 大雨特別警報の切替時（臨時）
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洪水予報文（例） 大雨特別警報の切替時（臨時）
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「川の防災情報」ウェブサイトをリニューアル
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水害リスクラインによる水位情報の提供
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「防災用語ウェブサイト」の開設について
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